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第８回国立大学法人奈良国立大学機構経営協議会記録 

 

日 時  令和５年１月２０日（金）  １０時００分～１１時３５分 

場 所  奈良女子大学記念館２階講堂及びオンライン参加 

出席者  䬟理事長、今岡大学総括理事、榎本理事、西村理事、 

國枝委員、松本伸之委員、松本洋一郎委員、村岡委員、森川委員、吉田委員 

欠席者  宮下大学総括理事 

列席者  三野監事、大久保監事、三谷監事、岩阪監査室長 

     三木事務局次長 

（機構事務部） 

林総務課長、望月企画課長、川村人事課長、幸田財務課長、岩田施設課長 

（奈良教育大学事務部） 

植田総務課長、奥野企画・財務課長 

議 長  䬟理事長 

 

議事に先立ち、第７回経営協議会（令和４年１１月２１日）記録を確認 

 

審議・報告事項 

１．奈良国立大学機構への予算措置について（令和４年度追加配分、令和４年度第２次補正予

算、令和５年度予算案）（報告） 
榎本理事から、資料１に基づき、令和４年度追加配分、令和４年度第２次補正予算、令

和５年度予算案を踏まえた奈良国立大学機構への予算措置について報告があった。 

國枝委員より、「成果を中心とする実績状況に基づく配分」結果にあるデータを指標に

して、学内においても経営に関しても力を入れるべきところの基準が明らかになったの

ではとの意見があった。 

松本洋一郎委員より、国立大学の経営環境は競争的になってきているため大学として

できることが何なのかを考えないといけないところはある。大学教員がコストをかけな

いで競争的資金を獲得できる環境をどうつくるかが経営側の観点ではないかとの意見が

あった。 

吉田委員より、「成果を中心とする実績状況に基づく配分」結果に関し、奈良教育大学

の就職等の状況は良かったのではと思っていたが、グループ内順位が低いため数値の詳

細について教えて頂きたいとの意見があった。 

䬟理事長より、両大学とも科研費を含めた外部資金獲得が全予算において数パーセン

トである。大学の状況によって異なるが外部資金全体の獲得に関しては今後も努力して

いく必要がある。また近隣の産業界や地方公共団体との協力も含めて進めていく必要が

あるとの発言があった。 

 

２．令和４年度奈良教育大学第二次補正予算（案）について（審議） 
三木事務局次長から、資料２に基づき、令和４年度奈良教育大学の第二次補正予算案に

ついて説明があった。審議の結果、原案のとおり承認し、役員会へ付議することとした。 

 

３．両大学における財務状況について（報告） 
榎本理事から、資料３に基づき、両大学における財務状況について報告があった。 

村岡委員より、外部資金獲得状況等のデータを大学教員とオープンディスカッション

してまず現状の財務状況を知ってもらうことが大事である。またファンドレイジングに
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ついては、大学としての取組をより産業界などに丁寧に説明し、理解して頂く必要がある

との意見があった。 

松本伸之委員より、大学から社会に対しての発信をもっと行う必要があるのではない

か。企業と大学の連携は大事だが社会の意識を喚起し、日本の将来を考える大学が役割を

果たしていくべきではないかとの意見があった。 

吉田委員より、県の教育委員会が共同してできる項目は何かが分からない。受託研究等

があるがどこにターゲットを絞って外部資金の獲得を高めていくのかが少し見えない感

じがするとの意見があった。 

國枝委員より、科研費においては両大学の先生方が研究コミュニティで認められると

いう観点を共有されるといいのではないかとの意見があった。 

 

４．令和５年度奈良国立大学機構予算編成方針（案）について（審議） 
榎本理事から、資料４に基づき、令和５年度奈良国立大学機構の予算編成方針案につい

て説明があった。審議の結果、原案のとおり承認し、役員会へ付議することとした。 

 

５．両大学の連携の充実について（報告） 

  榎本理事から、資料５に基づき、両大学の連携の取組について報告があった。 

森川委員より、奈良カレッジズは本当にいい取り組みであるが、もう少し自由に参加で

きるようなフラットなテーブルでもいいのではないか。組織を作るよりはテーブルの方

がよいのではないかとの意見があった。 

吉田委員より、県の教育委員会は奈良教育大学とは連携しているが、大学教員個人との

つながりになっている。このように組織同士がつながっていくことは非常にありがたい。

奈良カレッジズが今後県の教育委員会と一緒にどういった事業ができるのかということ

を考えていく必要があるとの意見があった。 

國枝委員より、高校を中心とする地域との連携については、奈良教育大学の体制のある

ところに奈良女子大学の教員も出前授業などを行い、法人統合したメリットとして組織

的に活かされるといいのではないかとの意見があった。 

 

６．機構諸規程の制定等について（報告） 

林総務課長から、資料６に基づき、機構諸規程の制定等について報告があった。 

 

７．その他 

  特になし 

 

次回は、３月１７日に開催することとして散会。 

 

以 上 


